
8⽉第 4週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 8 ⽉ 23 ⽇（⽇）10：30〜11：30 聖霊降臨節第 14 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：マルコによる福⾳書 12 章 1〜12 節（新約 P85〜86） 
■説教題：「 隅の親⽯となった 」  
■讃美歌：54 （ 聖霊みちびく 神のことばは ） 

    528（ あなたの道を 主にまかせて ） 
 

 このところ、千葉県の豪⾬と埼⽟県の豪⾬、みなレベルいくつという数字がつくような状況が増えま
した。そして、今朝の 2 時頃だったでしょうか。スマホを⽬覚ましにして枕元に置いているのですが、
突然けたたましい警告⾳がしました。その後、すこしずれて建物が揺れてきました。⼀応コンクリート
の建物で 1 階ですから、揺れはそれほどひどくはありませんでした。牧師館に住んでいたら、おそらく
その揺れをもろに感じたと思います。すぐに団地全体の放送があって、避難所はどこです、落ち着いて
⾏動してくださいなどと、アナウンスがありました。最近、地震もあり、洪⽔もあり、世界中に深刻な
争いがあり、本当に私どもの⽇常⽣活がいろいろな意味で脅かされているということを感じさせられま
した。 
 

そして、我が家のことになるのですが、先週の⾦曜⽇に夫が⼊院して⽩内障の⼿術をいたしました。
⽚⽅の⽬は２週間前に済んでいましたので、もう⽚⽅の⽬をしたのです。その次の⽇の⼟曜⽇、昨⽇の
ことになりますが、教会に向かっているバスの中で、夫から緊急連絡が⼊りました。夫の姉がその⽇の
早朝（⼟曜⽇）、⼊院している病院で亡くなったということでした。姉は、2021 年から「⾄誠ホーム」
にお世話になっておりました。けれども、半年ほど前から体調を崩し病院に⼊院していたのです。今ま
で苦労と困難の多い⼈⽣を送って来ました。「⾄誠ホーム」での晩年の 4 年間で、やっと久しぶりに普
通の⽇常⽣活が送れるようになり、他の⽅々との対話をしたり⾏事にも参加したりできたので、そのこ
とを⾮常に喜んでおりました。本当に幸いな時だったのだということを感じました。⼤急ぎで業者に連
絡をし、⼿続きを進めていただきました。明⽇の⽉曜⽇、夫と私だけで⾒送ってこようと考えておりま
す。姉は、弟が牧師になったということもあって洗礼を受けました。その後の教会⽣活はそれほどきち
んとはできていなかったと思いますが、弟が牧師になったのだから⾃分もキリスト教の勉強をしてみよ
うと前向きに考えた⼈でした。⾮常に優しかった姉であった、という思いが残っております。私どもの
先週 1 週間のいろいろな出来事をお話ししました。 
 

さて、本⽇の聖書の箇所に参ります。マルコによる福⾳書 12 章１節から 12 節まで読んでいただきま
した。このたとえ話は、旧約聖書などをある程度読んでいると、主イエスはここでどういうことをたと
えておられるのか、というのがある程度分かるような話になっています。1 節には、「イエスはたとえ
で彼らに話し始められた」と記されています。マルコによる福⾳書には 4 章にはいろいろなたとえが
記されていますが、他の福⾳書と⽐べると少ない⽅だと思います。この「『ぶどう園と農夫』のたとえ」
は 
そういう意味では珍しい箇所であると⾔えます。主イエスがたとえで話し始められた相⼿は、「彼らに」
と記されています。本⽇の聖書箇所 85⾴の上の段のマルコによる福⾳書 11 章 27節,28 節に、「⼀⾏は
またエルサレムに来た。イエスが神殿の境内を歩いておられると、祭司⻑、律法学者、⻑⽼たちがや
って来て⾔った。『何の権威で、このようなことをしているのか。だれが、そうする権威を与えたの
か』」と記されています。そこで語られている「祭司⻑、律法学者、⻑⽼たち」というのが、主イエス
の相⼿になるのです。⼀節の彼らに話し始められたの彼らです。つまり、場所はエルサレムの神殿の境
内、そして、たとえで話し始められた相⼿は、祭司⻑、律法学者、⻑⽼たちでした。もちろん、その場



には主イエスに付き従ってエルサレムまで旅をしてきた⼗⼆使徒とそれ以外に多くの群衆が、周りを取
り囲んでいたと思います。そこでなさったたとえ話です。 
 

「ある⼈がぶどう園を作り、垣を巡らし、搾り場を掘り、⾒張りのやぐらを⽴て、これを農夫たち
に貸して旅に出た。」と話し始められました。ここでの「ある⼈」というのは、旧約聖書全体を読んで
みると、主なる神であるということがわかります。「ある⼈がぶどう園を作る」というのは、「主なる神
が契約の⺠としてイスラエルの⼈々を遇した」と⾔い変えることもできます。より広く考えれば、その
ぶどう園にたとえられているのは、主なる神を信じ主イエスを信じる私たちでもある、ということがで
きます。ぶどう園とは、垣を巡らし、搾り場を掘り、⾒張りのやぐらを⽴てる、ということで成り⽴っ
ています。垣というのは、誰かがそこに無断で⼊らないように巡らされたフェンスです。搾り場という
のは、収穫したぶどうを⾜で踏んで樽や壺に詰めて発酵させる、という作業をする場所です。それから、
⾒張りのやぐらというのは、⽂字通り盗賊を⾒張るための場所です。今の時期、⽇本でも梨やぶどうを
盗まれるという被害が発⽣しているというニュースを聞きます。ちょうど収穫によい時期になってくる
と、盗みに来る者たちがいるので、垣を巡らした上に⾒張りのやぐらを⽴てるわけです。ある⼈は、そ
のように丁寧に⽤意をして、「これを農夫たちに貸して旅に出た」と記されています。では、この「農
夫たち」というのは⼀体誰のことでしょうか。ある意味、主なる神を信じるイスラエルの⺠全部という
ことにもなるでしょう。さらには、教会に集っている私たちも含めて考えてもよいと思います。けれど
も、本⽇の聖書箇所に当てはめて狭く考えるならば、主イエスの話されるたとえを聞いている「彼ら」
であり、先ほどお話ししたように、「祭司⻑、律法学者、⻑⽼たち」ということになります。 

 
やがて、「収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を受け取るために、僕を農夫たちのところへ送っ
た。」と記されています。僕は 1 回だけではなくて、何度も遣わされます。最初に遣わされたのは、農
夫たちに捕まられて袋だたきにされ、何も持たずにで主⼈のところに帰された僕です。２回⽬は、農夫
たちに頭を殴られ侮辱されて、主⼈のところに逃げ帰る僕です。3番⽬は殺されてしまう僕です。その
他にも多くの僕が遣わされましたが、ある者は殴られ、あるものは殺された、とあります。そこから、
旧約聖書に記されている預⾔者などを思い出します。預⾔者は、神様から託された⾔葉を真剣に語って
います。けれども、必ずしも契約の⺠イスラエルに受け⼊れられる預⾔者だけではありません。命を狙
われる預⾔者もいれば、実際に殺されてしまった預⾔者もいるのす。ですから、５節の後半に「そのほ
かに多くの僕を送ったが、ある者は殴られ、ある者は殺された。」というのは、歴史的な事実だったと
いえるでしょう。 
 

そして、6 節からが⼤事です。「まだ⼀⼈、愛する息⼦がいた。『わたしの息⼦なら敬ってくれるだろ
う』と⾔って、最後に息⼦を送った。」と記されています。今朝、ジュニア礼拝で「じゃあ、この⼀⼈
の愛する息⼦とは誰のことでしょう」と聞いたら、きちんと答えてくれた⽣徒がいました。この「愛す
る息⼦」とは、主イエスがたとえられています。実は、主イエスはかつて農夫たちのところに送られて
来ていた、そして、時⾄って、私たちのところにも送られて来たということなのです。ところが本⽇の
聖書箇所の７節では、農夫たちはその⼀⼈息⼦に対してそれまで以上に恐ろしいことをたくらみます。
「これは跡取りだ。さあ、殺してしまおう。そうすれば、相続財産は我々のものになる」と話し合っ
たのです。そして実際に、８節にあるように「息⼦を捕まえて殺し、ぶどう園の外にほうり出してし
まった」のです。ここまで主イエスのお語りになるたとえ話を読み進めてまいりますと、６節から 8 節
で記されていることが、具体的に⾒えてくると思います。マルコによる福⾳書は、８章の 31 節で「そ
れからイエスは、⼈の⼦は必ず多くの苦しみを受け、⻑⽼、祭司⻑、律法学者たちから排斥されて殺
され、三⽇の後に復活することになっている、と弟⼦たちに教え始められた。」と最初の受難予告を記
しています。そして、11 章からはエルサレムに着き、⼗字架にお架かりになる出来事が待っている最
後の⼀週間が始まっているのです。本⽇の聖書箇所は、そのエルサレム神殿の境内での出来事を記し、



主イエスご⾃⾝がこれから主なる神の愛する⼀⼈息⼦として殺され放り出されることまでを、たとえで
語られたのです。 

 
最後に、10 節から 12 節を⾒てまいりましょう。10 節で、主イエスは詩編の 118篇の 22 節,23 節を
引⽤して彼らとのたとえを⽤いての話を終えられました。よくご覧いただくと、私たちの読んでいる新
共同訳の詩編の訳とここで引⽤されている訳が違います。これは元になっている原典が異なっているか
らです。新共同訳の旧約聖書は、マソラ本⽂という伝統的なヘブライ語本⽂を訳しています。しかし、
この箇所で引⽤されているのは、はっきりしたことは⾔えませんけれども、後の時代に「七⼗⼈訳」と
呼ばれるヘブライ語からギリシャ語に訳されたものが記されています。内容的には「家を建てる者の捨
てた⽯、／これが隅の親⽯となった。」ということで同じです。⼤事なのは、「隅の親⽯となった」と
いうことです。では、隅の親⽯とは何かと⾔いますと、私は⻑い間、建築をするときの⼟台、礎⽯と呼
ばれるものと考えておりました。家を建てる者があまり建築に向かないと判断して捨てた⽯、それが実
は礎⽯となるような輝きがあったので⽤いられた、というふうに勝⼿に思っていたのです。ところがあ
る時、⻄洋建築をやってる⽅とお話をしていて、この「隅の親⽯」が出てきました。外国にはよく⽯造
りのアーチがあります。もちろん、イスラエルに⾏くとエルサレムにもあります。アーチは両側から⽯
を積み上げていって、真ん中でつなぐ構造になっています。そのつなぎめに、最後に三⾓形のような⽯
がはめ込まれています。それを隅の親⽯と呼ぶそうです。私はその時に初めて、「隅の親⽯」とは⼟台
としてあるいは礎⽯として埋めるものではないのだなと知りました。その隅の親⽯がなければ、アーチ
は形を保つことができないのです。しかし、それはもともと重要な建築材料としては使⽤できないので、
家を建てる者に捨てられてしまった⽯だったのです。私たちの⼈⽣を振り返ってみると、実はそのよう
な⽯がはめ込まれているのかもしれませんし、これから最終的にはめ込まれて⼈⽣が完成するのかもし
れません。11 節には「これは、主がなさったことで、／わたしたちの⽬には不思議に⾒える。」と引
⽤されています。ここに主なる神が登場してくるのです。その話を聞いていた彼ら、祭司⻑、律法学者、
⻑⽼たちは、いわば旧約聖書についてのプロですから、主イエスのなさったたとえ話を、⾃分たちに当
てつけて話されたのだなと気づいたのです。この「あてつけて」という⾔葉について、聖書はもっと美
しい⾔葉で訳さなければいけないとの批判を聞いたことがあります。しかし、私はここでの「あてつけ
て」という訳は⾮常に合っていると思います。主イエスはもちろん、その⼈たちにあてつけて嫌味を⾔
ったわけではないと思います。ですから、「彼らは⾃分たちに語られた⾔葉だと気づいた」のように穏
やかに訳した⽅がよいという⽴場もあります。けれども、彼らが「あてつけて」と取るぐらいに、彼ら
の⾔葉や⾏動を主イエスが鋭く⾒つめておられ、それを詩編の巧みな引⽤によってお語りになったのだ
と思います。だからこそ、彼らの主イエスに対する殺意は⾼まっていくわけですが、ここでは群衆を恐
れて主イエスを捕らえません。ですから、主イエスはこの場⾯では逃れられましたが、やがて捕らえら
れることになります。 
 

本⽇は、私の歩みの隅の親⽯になって⽀えてくださるのは⼀体どなたか、そのことをもうもう⼀度深
く考えておきたいと思います。私たちはいわばアーチ型を保って歩んでいます。その形を困難に出会っ
ても保つことができているのは、実は隅の親⽯である主イエス・キリストが私たちを担っていてくださ
るからです。そのことを覚えておきたいと思います。 

 
お祈りします。 
主なる神様、私たちの歩みはあなたの前にあっては本当に愚かで、このぶどう園の農夫のようなもので
もあります。その私たちが主イエス・キリストを⼼から礼拝できるように、⼀⼈⼀⼈を強めてください。
今、全国で様々な災害に遭い、本当に苦しんでいる⽅々が⼤勢います。その⼀⼈⼀⼈が、あなたによっ
て慰められ励まされて、新しく⽴ち上がることができますように、主のみ名によってお祈りします。 
アーメン。 


